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主な内容

2 0 0 6年 
（平成18年） 

No.1134

「瑞浪市第３次行政改革大綱」 
6つの基本方針 

２～３ 

自立支援法の概要／定率負担について／ 
減免措置について／など 

４～５ 

市内7中学校で、9年間無欠席の 
　　　　　　18人の生徒を紹介します 

６～７ 

議長に泉碩也氏／監査委員・議会運営委員会 
常任委員会などの構成 

８ 

高齢任意加入制度があります／など 

９ 

救急活動に協力／茶の湯を体験／ 
がんばれ中京高校／イベント情報／など 

10～11

5歳児就学前教育／奨学金制度のご案内／ 
4月の休館日／など 

12～13

花のリース展開催／名作を聞いてみませんか／ 
としょかん達人講座／など 

14

証明書の申請に本人確認を行います／ 
固定資産縦覧帳簿の縦覧／など 

15

健康相談／『からだ』動かしていますか？／ 
精神保健・認知症相談／など 

16

「瑞浪市第３次行政改革大綱」を策定しました 

はじまります「障害者自立支援法」 

よくがんばったね、９年間 

議会だより 

ごぞんじですか国民年金 

みんなの広場 

はぐくみ 

図書館だより 

お知らせ 

健康だいすき 

▲みんなの思いをタスキに込めて「第42回陶一周駅伝競走大会」開催（２月26日）
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▲答申を手渡す小木曽会長と宮井副会長 

市
で
は
、
こ
れ
ま
で
平
成
７
年
に
行

政
改
革
大
綱
を
策
定
し
、
平
成
11
年
に

は
見
直
し
を
行
う
な
ど
、
行
政
改
革
を

推
進
し
て
き
ま
し
た
。 

平
成
17
年
10
月
か
ら
「
瑞
浪
市
第
３

次
行
政
改
革
懇
談
会（
小
木
曽
孝
行
会

長
ほ
か
５
人
）」
が
４
回
に
わ
た
り
開

催
さ
れ
、
平
成
18
年
２
月
13
日
に
「
瑞

浪
市
第
３
次
行
政
改
革
大
綱
」
の
答
申

が
出
さ
れ
ま
し
た
。 

市
で
は
、
こ
れ
に
基
づ
き
、
健
全
な

財
政
運
営
を
目
指
し
て
、
行
政
改
革
を

さ
ら
に
進
め
て
い
き
ま
す
。 

ま
た
、
信
頼
さ
れ
る
行
政
構
築
の
た

め
、
積
極
的
な
情
報
公
開
を
行
い
、
行

政
の
透
明
性
の
向
上
と
、
公
正
の
確
保

に
努
め
ま
す
。 

地
方
分
権
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
「
市

民
と
行
政
の
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」
を

進
め
る
た
め
に
、
平
成
18
年
度
か
ら
平

成
22
年
度
ま
で
の
５
年
間
の
目
標
を
定

め
、
厳
し
い
財
政
状
況
や
社
会
情
勢
の

変
化
等
、
様
々
な
課
題
に
対
応
し
、
６

つ
の
基
本
方
針
に
基
づ
く
行
動
計
画
を

策
定
し
て
行
政
改
革
に
取
り
組
み
ま
す
。 

   

①
民
間
委
託
等
の
推
進 

事
務
・
事
業
全
般
に
わ
た
り
、
民
間

委
託
等
の
推
進
の
観
点
か
ら
の
総
点
検

を
実
施
し
、
民
間
委
託
や
嘱
託
化
等
雇

用
形
態
の
転
換
を
図
り
ま
す
。 

②
指
定
管
理
者
制
度
の
活
用 

す
べ
て
の
公
の
施
設
に
つ
い
て
、
管

理
の
あ
り
方
に
つ
い
て
の
検
証
を
行
い
、

管
理
委
託
制
度
に
よ
り
管
理
委
託
し
て

い
る
公
の
施
設
に
つ
い
て
は
、
平
成
18

年
４
月
か
ら
指
定
管
理
者
を
指
定
し
ま

す
。
ま
た
、
現
在
直
営
で
運
営
管
理
を

行
っ
て
い
る
施
設
に
つ
い
て
も
制
度
の

導
入
を
図
り
ま
す
。 

▼
18
年
度
指
定
管
理
者
導
入
施
設 

　
22
施
設 

▼
19
年
度
以
降
指
定
管
理
者
導
入
施
設

16
施
設 

③
地
方
公
営
企
業
の
経
営
健
全
化 

地
方
公
営
企
業
と
し
て
事
業
の
運
営

上
必
要
な
経
費
は
、
そ
の
事
業
に
よ
る

収
入
に
よ
っ
て
賄
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
い
う
原
則
か
ら
、
経
費
を
節
減
し
、

収
納
対
策
の
強
化
を
図
り
ま
す
。 

④
第
三
セ
ク
タ
ー
の
抜
本
的
な
見
直
し 

民
間
譲
渡
、
完
全
民
営
化
を
含
め
た

既
存
法
人
の
見
直
し
を
図
り
ま
す
。 

⑤
公
社
の
経
営
健
全
化 

経
済
環
境
の
変
化
へ
の
対
応
、
経
営

の
効
率
化
、
地
方
公
共
団
体
の
財
政
運

営
の
よ
り
一
層
の
健
全
化
等
の
観
点
か

ら
、
公
社
の
経
営
改
善
等
に
つ
い
て
積

極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。 

⑥
市
民
と
行
政
と
の
協
働
の
推
進 

市
民
、
自
治
会
、
ま
ち
づ
く
り
組
織
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
社
会
福
祉
法
人
等
と
連
携
・

協
力
を
図
り
ま
す
。 

2平成18年３月15日



行
政
ニ
ー
ズ
に
即
し
た 

　
　
組
織
編
成
に
努
め
ま
す 
２ 

定
員
管
理
及
び
給
与
等
の 

　
　
　
適
正
化
に
努
め
ま
す 

３ 
人
材
育
成
の
推
進
と 

 

透
明
性
の
向
上
を
図
り
ま
す 

５ 
財
政
運
営
の 

　
　
　
健
全
化
を
進
め
ま
す 

６ 
電
子
自
治
体
の
推
進
に 

　
　
　
　
　
取
り
組
み
ま
す 

４ 

『
瑞
浪
市
第
3
次 

　
行
政
改
革
大
綱
』
を 
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第
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を 
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①
簡
素
で
効
率
的
な
組
織
編
成 

政
策
、
施
策
、
事
務
・
事
業
に
対
応

し
た
部
、
課
編
成
と
す
る
と
と
も
に
、

住
民
ニ
ー
ズ
へ
の
迅
速
な
対
応
や
、
ス

ピ
ー
デ
ィ
ー
な
意
思
決
定
・
対
応
の
観

点
か
ら
、
個
々
の
職
員
の
責
任
と
権
限

が
明
確
化
さ
れ
、
意
思
形
成
過
程
が
簡

素
化
さ
れ
た
組
織
編
成
を
適
時
行
い
ま

す
。 

▼
幼
稚
園
、
保
育
所
を
一
体
化
し
、
多

様
な
住
民
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
ま
す
。 

   ①
定
員
管
理
の
適
正
化
　 

定
員
管
理
に
あ
た
っ
て
は
、
社
会
経

済
情
勢
の
変
化
等
を
踏
ま
え
、
対
応
す

べ
き
行
政
需
要
の
範
囲
、
施
策
の
内
容

及
び
手
法
を
改
め
て
見
直
し
を
図
り
ま

す
。 ま

た
、
職
員
数
に
つ
い
て
は
、
平
成

16
年
度（
435
人
）を
基
準
に
、
平
成
22
年

度
の
職
員
数
を
総
数
398
人
と
し
8.5
％
の

削
減
を
目
指
し
適
正
化
に
取
り
組
み
ま

す
。 

②
給
与
等
の
適
正
化
　 

業
務
の
性
格
や
内
容
を
踏
ま
え
つ
つ
、

市
民
の
理
解
が
得
ら
れ
る
よ
う
、
給
与
・

手
当
制
度
の
適
正
化
を
行
い
ま
す
。 

③
福
利
厚
生
事
業
の
見
直
し 

職
員
に
対
す
る
福
利
厚
生
事
業
に
つ

い
て
は
、
市
民
の
理
解
が
得
ら
れ
る
も

の
と
な
る
よ
う
、
点
検
・
見
直
し
を
行

い
、
適
正
に
事
業
を
実
施
し
ま
す
。 

            ①
電
子
自
治
体
の
取
り
組
み 

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
確
保
に
も
十

分
留
意
し
な
が
ら
、
行
政
手
続
の
オ
ン

ラ
イ
ン
化
の
推
進
、
共
同
ア
ウ
ト
ソ
ー

シ
ン
グ
の
推
進
、
公
的
個
人
認
証
サ
ー

ビ
ス
、
住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

シ
ス
テ
ム
等
の
利
活
用
等
に
積
極
的
に

取
り
組
み
ま
す
。 

   ①
職
員
研
修
の
実
施 

職
員
の
意
識
改
革
、
業
務
の
改
善
等

を
目
指
し
て
職
員
研
修
機
会
の
拡
充
を

図
り
、
総
合
的
な
人
材
育
成
に
努
め
ま

す
。 

②
勤
務
評
定
の
継
続 

民
主
的
、
合
理
的
な
人
事
管
理
の
推

進
と
公
務
能
力
の
向
上
を
図
る
た
め
、

能
力
・
実
績
を
重
視
し
た
人
事
評
価
シ

ス
テ
ム
に
よ
り
、
公
正
か
つ
客
観
的
な

人
事
評
価
に
取
り
組
み
ま
す
。 

③
市
政
に
関
す
る
情
報
の
提
供 

行
政
の
透
明
性
と
公
正
の
確
保
の
た

め
、
情
報
の
共
有
化
を
積
極
的
に
推
進

し
ま
す
。 

④
協
働
の
た
め
の
人
材
育
成 

市
民
と
行
政
が
協
働
し
て
い
く
た
め

の
人
材
育
成
に
努
め
ま
す
。 

   ①
経
費
の
節
減
合
理
化
等 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
財
政
の
健
全
化 

本
市
で
は
、
経
常
収
支
比
率
を
平
成

22
年
度
ま
で
に
、
80
％
台
に
な
る
よ
う

目
指
し
ま
す
。
ま
た
、
歳
入
歳
出
の
状

況
や
各
種
の
財
政
指
標
な
ど
の
一
般
的

な
デ
ー
タ
の
ほ
か
、
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト

の
公
表
を
行
い
ま
す
。 

▼
市
税
等
に
つ
い
て
、
徴
収
体
制
の
強

化
・
確
立
、
納
付
機
会
の
拡
大
を
図

り
な
が
ら
、
徴
収
率
の
一
層
の
向
上

に
積
極
的
に
努
め
る
な
ど
自
主
財
源

の
確
保
を
し
ま
す
。 

▼
各
種
使
用
料
・
手
数
料
に
つ
い
て
は
、

適
正
な
負
担
割
合
を
検
討
し
ま
す
。 

②
補
助
金
等
の
整
理
合
理
化
　 

様
々
な
団
体
等
に
対
す
る
補
助
金
等

に
つ
い
て
は
、
行
政
と
し
て
対
応
す
べ

き
必
要
性
、
費
用
対
効
果
、
経
費
負
担

の
あ
り
方
等
に
つ
い
て
検
証
し
ま
す
。 

③
繰
出
金
の
抑
制 

事
業
の
運
営
上
必
要
な
経
費
は
、
そ

の
事
業
に
よ
る
収
入
に
よ
っ
て
賄
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
原
則
か
ら
、

経
費
を
節
減
、
受
益
者
負
担
の
見
直
し

等
、
経
営
改
善
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、

一
般
会
計
か
ら
の
繰
出
金
の
抑
制
を
図

り
ま
す
。 

④
公
共
工
事
の
効
率
化 

公
共
工
事
に
つ
い
て
は
、
地
域
の
実

情
等
も
勘
案
し
つ
つ
、
積
極
的
に
コ
ス

ト
構
造
の
改
革
に
取
り
組
み
、
限
ら
れ

た
財
源
を
有
効
活
用
し
、
最
少
の
経
費

で
最
大
の
効
果
を
上
げ
る
た
め
、
入
札

や
契
約
手
続
き
の
公
正
性
・
透
明
性
等

の
一
層
の
改
善
に
努
め
ま
す
。 

 

こ
の
よ
う
に
、
６
つ
の
基
本
方
針
に

基
づ
き
、
今
以
上
に
職
員
の
意
識
改
革

の
向
上
を
図
り
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご

協
力
と
ご
理
解
を
得
て
、
行
政
改
革
を

推
進
し
て
い
き
ま
す
。 

　「
瑞
浪
市
第
３
次
行
政
改
革
大
綱
」及
び

懇
談
会
の
内
容
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧

に
な
れ
ま
す
。 

◎
問
合
せ  

企
画
政
策
課   

1
内
線
３
４
５ 

瑞浪市役所　1 68-21113
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自
立
支
援
法
の
概
要 

自
立
支
援
法
の
概
要 

定
率
負
担
に
つ
い
て 

２
　
公
平
な
サ
ー
ビ
ス
利
用
の
た
め
審
査
会
、 

　
　
　
　
　
　
　
　
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
制
の
導
入 

３
　
増
大
す
る
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
の
費
用
を 

　
　
　
　
　
皆
で
負
担
し
支
え
あ
う
仕
組
み
の
強
化 

４
　
地
域
生
活
支
援
事
業
の
実
施 

１
　
障
害
者
の
サ
ー
ビ
ス
の
一
元
化 

障
害
者
自
立
支
援
法
の
施
行
に
よ
り
、
障
害
の
あ
る
方
が
福
祉
・
医
療
サ
ー
ビ
ス
を 

　
　
　
　
　
受
け
ら
れ
た
と
き
に
ご
負
担
い
た
だ
く
内
容
が
、
４
月
１
日
か
ら
変
更
に
な
り
ま
す
。 

は
じ
ま
り
ま
す
「
障
害
者
自
立
支
援
法
」 
は
じ
ま
り
ま
す
「
障
害
者
自
立
支
援
法
」 

①
三
障
害
（
身
体
障
害
・
知
的
障
害
・
精
神
障
害
）

ご
と
に
異
な
っ
て
い
た
福
祉
サ
ー
ビ
ス
が
統
合
さ

れ
、
今
ま
で
支
援
費
対
象
と
な
ら
な
か
っ
た
精
神

障
害
の
方
も
新
制
度
の
対
象
と
な
り
ま
す
。 

②
公
費
負
担
医
療
（
更
正
医
療
、
育
成
医
療
、
精
神

通
院
公
費
）
が
自
立
支
援
医
療
制
度
に
な
り
ま
す
。 

   

　
支
援
の
必
要
度
に
応
じ
て
サ
ー
ビ
ス
が
公
平
に
利

用
で
き
る
よ
う
、
利
用
に
関
す
る
手
続
き
や
基
準
が

透
明
化
、
明
確
化
さ
れ
ま
す
。 

   

　
障
害
者
が
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
場
合
に
、

食
費
等
の
実
費
負
担
や
利
用
し
た
サ
ー
ビ
ス
の
量
に

応
じ
た
公
平
な
利
用
者
負
担
と
な
り
ま
す
。 

  

　
相
談
支
援
、
移
動
支
援
、
日
常
生
活
用
具
、
手
話 

通
訳
者
の
派
遣
等
の
事
業
が
市
町
村
に
お
い
て
地
域

の
実
情
に
応
じ
て
実
施
さ
れ
ま
す
。 

　
支
援
費
制
度
で
は
本
人
も
し
く
は
扶
養
義
務
者
の
収

入
・
所
得
に
応
じ
て
サ
ー
ビ
ス
利
用
ご
と
の
負
担
額
、

負
担
上
限
額
を
決
定
し
て
い
ま
し
た
が
、
自
立
支
援
法

で
は
利
用
し
た
サ
ー
ビ
ス
量
に
応
じ
て
、
サ
ー
ビ
ス
利

用
費
の
一
割
を
利
用
者
の
方
に
負
担
し
て
い
た
だ
く
（
定

率
負
担
）
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

　
た
だ
し
、
世
帯（
※
）の
所
得
・
収
入
に
応
じ
て
下
表

の
４
区
分
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
に
月
額
負
担
上
限
額
が

設
定
さ
れ
、
ひ
と
月
に
利
用
し
た
サ
ー
ビ
ス
量
に
関
わ

ら
ず
、
そ
れ
以
上
の
負
担
は
生
じ
ま
せ
ん
。 

区　分 

生 活 保 護
 

 
 
低 所 得 １  
 
 
低 所 得 ２  
 

一 般 世 帯  

負担上限額 

０円
 
 
 

15,000円 
 
 

24,600円 
 

37,200円 

世帯の収入・所得状況 

生活保護世帯に属する方 
 
市民税非課税世帯で本人又は障害児の保護者の
収入が80万円以下 
障害基礎年金２級相当額の方 
 
市民税非課税世帯で低所得１に該当しない方 

 
市民税課税世帯に属する方 

※所得・収入を判断する際の世帯の範囲は住民基本台帳での世帯が原則となります。た
だし、住民票では同じ世帯になっていても税制と医療保険で被扶養者でなければ障害
のある方と本人を別世帯の扱いとすることができます。 



瑞浪市役所　1 68-21115

減
免
措
置
に
つ
い
て 

自
立
支
援
医
療（
公
費
負
担
医
療
制
度
） 

　
更
生
医
療
、
育
成
医
療
、
精
神
通
院
公
費
は
一
本
化

さ
れ
自
立
支
援
医
療
と
な
り
、
医
療
費
の
１
割
が
原
則

と
し
て
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
所
得
等
に

応
じ
て
次
の
と
お
り
月
負
担
上
限
額
が
設
定
さ
れ
て
い

ま
す
。 

所得区分 
生 活 保 護  

低 所 得 １  
 
低 所 得 ２  
 
中間的な所得 
 
一定所得以上 

負担上限額 
　　　　　　０円 

２,500円 
 

５,000円
 

 
医療保険の自己負担上限額
（負担上限額１割） 

自立支援医療支給の対象外 

対象となる世帯 
生活保護を受けている世帯 
市民税非課税世帯で、医療受診者
の年収が80万円以下 
市民税非課税世帯で、医療受診者
の年収が80万円以上 
市民税課税世帯で、市民税額（所
得割のみ）が20万円未満 
市民税課税世帯で、市民税額（所
得割のみ）が20万円以上 

＊市民税課税世帯（中間的な所得以上）の方でも、継続的に医療費負担が発生（「重度
かつ継続」に該当）する場合は、月あたりの負担額に上限を設定します。 

　「重度かつ継続」については、該当する方に病院・診療所から「重度かつ継続」の意
見書が発行されますので、主治医とご相談ください。 

区　分 

低 所 得 １  
 
低 所 得 ２  

一つの事業所あたりの月額負担上限額 

  7,500円
 

 
12,300円 

（通所施設利用の場合、7,500円） 

単 身 世 帯  

２ 人 世 帯  

３ 人 世 帯  

150万円以下 

200万円以下 

250万円以下 

収　　入 預貯金等 

350万円以下 

450万円以下 

550万円以下 

【社会福祉法人減免の対象となった場合】 

【社会福祉法人減免の対象となる収入資産の状況】 

①医療費の月負担上限額 

②入院時の食事代 
入院している方の食費は、日額780円を原則負担します。ただし低所得の方は減額されます。 

◎
問
合
せ
　
社
会
福
祉
課
　
1
内
線
１
０
４ 

▼
個
別
減
免 

　
20
歳
以
上
の
方
で
、
入
所
施
設
や
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

を
利
用
す
る
場
合
、
預
貯
金
等
が
三
五
〇
万
円
以
下
で

あ
れ
ば
定
率
負
担
分
の
減
免
が
さ
れ
ま
す
。 

 

▼
社
会
福
祉
法
人
減
免 

　
社
会
福
祉
法
人
減
免
を
行
う
社
会
福
祉
法
人
等
が
提

供
す
る
通
所
施
設
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
、

20
歳
未
満
の
方
が
入
所
施
設
を
利
用
す
る
場
合
、
自
立

支
援
法
施
行
後
３
年
間
は
経
過
措
置
と
し
て
、
収
入
や

資
産
が
一
定
以
下
で
あ
れ
ば
社
会
福
祉
法
人
減
免
の
対

象
と
な
り
、
ひ
と
月
の
利
用
額
の
う
ち
、
月
額
負
担
上

限
の
半
額
を
超
え
る
額
が
減
免
と
な
り
ま
す
。 

▼
高
額
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
費 

　
同
一
世
帯
で
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
る 

人
が
複
数
い
る
場
合
や
、
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

し
て
い
る
人
が
介
護
保
険
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
場

合
で
も
４
区
分
の
月
額
上
限
額
は
変
わ
ら
ず
、
こ
れ
を

超
え
た
分
は
高
額
障
害
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
費
と
し
て
支

給
さ
れ
ま
す
。 

 

▼
食
費
等
実
費
負
担
分
の
軽
減 

①
通
所
施
設
等
の
食
費 

　
原
則
実
費
と
な
り
ま
す
が
、
生
活
保
護
・
低
所
得
世

帯
の
方
の
場
合
は
施
行
後
３
年
間
、
食
材
料
費
の
み
の

負
担
と
な
り
ま
す
。 

②
入
所
施
設
の
食
費
・
光
熱
費 

　
原
則
実
費
（
五
万
八
千
円
程
度
を
想
定
）
と
な
り
ま

す
が
、
生
活
保
護
・
低
所
得
世
帯
の
場
合
は
少
な
く
と

も
手
元
に
二
万
五
千
円
（
障
害
年
金
一
級
受
給
者
・
60

歳
以
上
の
方
・
身
体
障
害
者
療
護
施
設
入
所
し
て
い
る

65
歳
以
上
の
方
は
二
万
八
千
円
、
65
歳
以
上
の
方
は
三

万
円
）
が
残
る
よ
う
に
負
担
し
て
い
た
だ
き
、
不
足
分

は
「
補
足
給
付
」
の
形
で
支
給
さ
れ
ま
す
。 



釜
戸
中
学
校 

瑞
浪
中
学
校 

瑞
陵
中
学
校 

　
３
月
１
・

　
３
月
１
・
10
日
、
市
内
の
公
立
・
私
立
中
学
７
校
の

日
、
市
内
の
公
立
・
私
立
中
学
７
校
の

卒
業
式
が
行
わ
れ
、

卒
業
式
が
行
わ
れ
、
497
人（
瑞
浪
瑞
浪
150
人
、
瑞
陵

人
、
瑞
陵
116
人
、
人
、

陶
51
人
、
稲
津

人
、
稲
津
50
人
、
日
吉

人
、
日
吉
37
人
、
釜
戸

人
、
釜
戸
34
人
、
麗
澤

人
、
麗
澤

59
人
）が
卒
業
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
、
小
学
校

が
卒
業
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
、
小
学
校

か
ら
中
学
校
ま
で
の
９
年
間
を
１
日
も
休
ま
ず
、
無
欠

か
ら
中
学
校
ま
で
の
９
年
間
を
１
日
も
休
ま
ず
、
無
欠

席
で
通
学
し
た
頑
張
り
屋
さ
ん

席
で
通
学
し
た
頑
張
り
屋
さ
ん
18
人
を
紹
介
し
ま
す

人
を
紹
介
し
ま
す
。 

　
３
月
１
・
10
日
、
市
内
の
公
立
・
私
立
中
学
７
校
の

卒
業
式
が
行
わ
れ
、
497
人（
瑞
浪
150
人
、
瑞
陵
116
人
、

陶
51
人
、
稲
津
50
人
、
日
吉
37
人
、
釜
戸
34
人
、
麗
澤

59
人
）が
卒
業
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
、
小
学
校

か
ら
中
学
校
ま
で
の
９
年
間
を
１
日
も
休
ま
ず
、
無
欠

席
で
通
学
し
た
頑
張
り
屋
さ
ん
18
人
を
紹
介
し
ま
す
。 

よ
く
が
ん
ば
っ
た
ね
、
ね
、９
年
間
年
間 
よ
く
が
ん
ば
っ
た
ね
、
ね
、９
年
間
年
間 
よ
く
が
ん
ば
っ
た
ね
、
ね
、９
年
間
年
間 
よ
く
が
ん
ば
っ
た
ね
、９
年
間 

加
知
　
卓
磨
さ
ん 

西
尾
　
志
紀
さ
ん 

小
栗
　
涼
太
さ
ん 

宮
地
　
　
希
さ
ん 

遠
藤
　
史
崇
さ
ん 

三
尾
花
世
子
さ
ん 

秋
田
　
亜
未
さ
ん 

稲
垣
あ
ゆ
み
さ
ん 

長
谷
川
詩
帆
さ
ん 

　
僕
は
こ
の
９

年
間
、
一
度
も

休
ま
ず
に
登
校

で
き
た
こ
と
を

誇
り
に
思
っ
て

い
ま
す
。 

　
そ
し
て
、
そ
れ
が
で
き
た
の
は
家
族

や
友
達
に
支
え
ら
れ
て
い
た
か
ら
で
す
。 

こ
れ
か
ら
も
生
涯
健
康
で
い
ら
れ
る
よ

う
頑
張
り
た
い
で
す
。 

　
私
に
と
っ
て

こ
の
９
年
間
は

あ
っ
と
い
う
間

で
、
と
て
も
充

実
し
た
日
々
で

し
た
。 

　
毎
日
が
楽
し
く
気
が
つ
い
た
ら
９
年

間
皆
勤
で
し
た
。
私
を
支
え
て
く
れ
た

人
全
て
に
感
謝
し
、
こ
れ
か
ら
も
明
る

く
元
気
に
生
活
し
た
い
で
す
。 

　
今
ま
で
一
度

も
欠
席
す
る
こ

と
な
く
通
学
で

き
た
の
は
、
自

分
の
力
で
は
な

く
多
く
の
人
に

支
え
ら
れ
た
か
ら
で
す
。
と
て
も
感
謝

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
健
康
の
大

切
さ
を
思
い
充
実
し
た
生
活
を
送
り
た

い
で
す
。 

　
９
年
間
休
ま

ず
に
学
校
へ
通

え
た
の
は
、
友

達
や
家
族
の
お

か
げ
だ
と
思
い

ま
す
。 

　
特
に
家
族
は
、
休
日
に
体
調
を
崩
し

て
し
ま
っ
た
時
で
も
、
ず
っ
と
支
え
て

く
れ
ま
し
た
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。 

　
小
学
校
か
ら

の
９
年
間
一
日

も
休
ま
ず
に
登

校
で
き
と
て
も

う
れ
し
い
で
す
。

休
み
た
い
と
思 

っ
た
と
き
も
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
ん
な

時
に
は
家
族
の
支
え
も
あ
り
登
校
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
ん
な
家
族
に

感
謝
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

　
９
年
間
休
ま

ず
に
学
校
に
来

る
こ
と
が
で
き

た
の
は
、
い
ろ

ん
な
人
の
支
え

が
あ
っ
た
か
ら

だ
と
思
い
ま
す
。
お
か
げ
で
楽
し
い
学

校
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

　
今
後
も
健
康
管
理
な
ど
に
気
を
つ
け

て
い
き
た
い
で
す
。 

　
私
が
９
年
間

学
校
を
休
ま
ず

に
来
れ
た
の
は
、

頑
張
っ
て
運
動

し
た
か
ら
だ
と

思
い
ま
す
。 

　
小
学
校
の
と
き
も
頑
張
っ
て
い
た
け

ど
、
中
学
校
で
の
部
活
は
さ
ら
に
力
を

入
れ
て
頑
張
り
ま
し
た
。 　

私
が
９
年
間

元
気
に
通
え
た

の
は
、
両
親
や

先
生
方
、
友
達

の
お
か
げ
で
す
。 

　
そ
し
て
、
小

中
と
、
と
て
も
学
校
が
楽
し
か
っ
た
か

ら
で
す
。
高
校
で
も
元
気
に
学
校
に
通

い
、
充
実
し
た
生
活
を
送
り
た
い
で
す
。 

　
私
が
９
年
間

一
度
も
休
ま
ず

に
学
校
に
行
け

た
の
は
、
家
族

の
支
え
が
あ
っ

た
か
ら
で
す
。

そ
れ
に
、
学
校
が
と
て
も
楽
し
み
だ
っ

た
の
で
、
元
気
に
学
校
に
来
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。 
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稲
津
中
学
校 

麗
澤
瑞
浪
中
学
校 

陶
中
学
校 

日
吉
中
学
校 

　
３
月
１
・
10
日
、
市
内
の
公
立
・
私
立
中
学
７
校
の

卒
業
式
が
行
わ
れ
、
497
人（
瑞
浪
150
人
、
瑞
陵
116
人
、

陶
51
人
、
稲
津
50
人
、
日
吉
37
人
、
釜
戸
34
人
、
麗
澤

59
人
）が
卒
業
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
、
小
学
校

か
ら
中
学
校
ま
で
の
９
年
間
を
１
日
も
休
ま
ず
、
無
欠

席
で
通
学
し
た
頑
張
り
屋
さ
ん
18
人
を
紹
介
し
ま
す
。 

よ
く
が
ん
ば
っ
た
ね
、９
年
間 

よ
く
が
ん
ば
っ
た
ね
、９
年
間 

よ
く
が
ん
ば
っ
た
ね
、９
年
間 

小
栗
　
隆
司
さ
ん 

勝
沼
　
絢
香
さ
ん 

加
藤
　
紀
英
さ
ん 

井
箟
　
早
織
さ
ん 

勝
股
　
佑
木
さ
ん 

川
　
里
佳
子
さ
ん 

奥
田
　
智
勝
さ
ん 

炭
　
　
純
子
さ
ん 

松
谷
　
篤
志
さ
ん 

　
僕
が
９
年
間

休
ま
ず
学
校
に

登
校
で
き
た
の

は
、
早
寝
早
起

き
に
気
を
つ
け

て
き
た
か
ら
で

す
。
ま
た
両
親
が
食
事
な
ど
健
康
面
を

気
遣
っ
て
く
れ
た
か
ら
で
、
と
て
も
感

謝
し
て
い
ま
す
。 

　
私
は
こ
の
９

年
間
学
校
に
休

ま
ず
に
登
校
で

き
て
本
当
に
良

か
っ
た
で
す
。

皆
勤
で
き
た
の

は
、
ま
わ
り
の
人
た
ち
の
お
か
げ
で
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

高
校
に
入
っ
て
も
皆
勤
で
き
る
よ
う
頑

張
り
ま
す
。 

　
こ
れ
ま
で
僕

が
９
年
間
休
ま

ず
に
行
け
た
理

由
は
、
家
族
や

周
り
の
人
た
ち

の
支
え
が
あ
っ

た
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。
ま
た
僕
な
り

に
気
を
つ
け
て
い
た
の
は
、
う
が
い
や

手
洗
い
を
か
か
さ
ず
に
す
る
と
い
う
こ

と
で
す
。 

　
今
思
う
と
９

年
間
休
ま
な
か 

っ
た
こ
と
は
、

と
て
も
す
ご
い

こ
と
だ
っ
た
と

思
い
ま
す
。 

　
私
が
９
年
間
休
ま
ず
学
校
に
行
く
こ

と
が
で
き
た
の
は
家
族
や
友
達
が
支
え

て
く
れ
た
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
感
謝
の
心
を
大
切
に
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。 

　
９
年
間
休
ま

ず
学
校
に
行
け

た
こ
と
を
誇
り

に
思
っ
て
い
ま

す
。 

今
こ
の
９
年
間

が
短
く
感
じ
、
休
ま
ず
学
校
に
行
け
た

こ
と
は
周
り
の
人
に
支
え
て
も
ら
っ
た

お
か
げ
だ
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。 

　
９
年
間
休
ま

ず
に
学
校
に
通

う
こ
と
が
で
き

て
よ
か
っ
た
で

す
。 

風
邪
を
ひ
く
こ

と
は
滅
多
に
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

た
ま
に
ひ
い
て
も
休
ま
な
い
よ
う
に
頑

張
り
ま
し
た
。
こ
の
９
年
間
の
頑
張
り

は
高
校
で
も
継
続
し
て
い
き
た
い
で
す
。 

　
皆
勤
で
き
て

両
親
に
感
謝
の

気
持
ち
で
一
杯

で
す
。
こ
れ
か

ら
も
力
強
く
、

学
校
生
活
を
健

康
に
、
怪
我
な
く
過
ご
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。 

　
私
が
小
中
学

校
ず
っ
と
皆
勤

で
こ
ら
れ
た
の

は
、
両
親
や
友

達
の
お
か
げ
だ

と
思
い
ま
す
。 

　
親
は
い
つ
も
私
の
健
康
に
気
遣
っ
て

く
れ
心
配
し
て
く
れ
ま
し
た
。
ま
た
学

校
に
友
達
が
い
る
か
ら
こ
そ
一
日
も
休

み
た
く
な
い
と
い
う
気
持
ち
が
生
ま
れ

た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
恩

返
し
と
し
て
健
康
に
生
活
し
た
い
と
思

い
ま
す
。 

　
小
中
皆
勤
で

こ
ら
れ
て
う
れ

し
く
思
い
ま
す
。 

僕
は
こ
ん
な
に

丈
夫
な
身
体
で

産
ん
で
く
れ
た

母
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。 

　
こ
れ
か
ら
も
学
校
を
休
む
こ
と
な
く
、

毎
日
健
康
な
生
活
を
送
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。 

瑞浪市役所　1 68-21117
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山
田
　
実
三

委
員
長
　
　
　
渡
辺
　
千
介

副
委
員
長
　
　
成
重
　
隆
志

委
　
　
員
　
　
勝
股
　
　
敬

〃
　
　
　
　
酒
井
　
宣
行

〃
　
　
　
　
余
語
　
範
二

〃
　
　
　
　
舘
林
　
辰
郎

〃
　
　
　
　
柴
田
　
増
三

〃
　
　
　
　
市
川
　
晴
宣

▼
総
務
文
教
委
員
会

委
員
長
　
　
　
勝
股
　
　
敬

副
委
員
長
　
　
水
野
　
光
二

委
　
　
員
　
　
泉
　
　
碩
也

〃
　
　
　
　
余
語
　
範
二

〃
　
　
　
　
舘
林
　
辰
郎

〃
　
　
　
　
足
立
　
　
亘

〃
　
　
　
　
臼
井
　
重
喜

▼
市
民
福
祉
委
員
会

委
員
長
　
　
　
栗
木
　
　
基

副
委
員
長
　
　
早
川
　
貢
治

委
　
　
員
　
　
日
比
野
　
昭

〃
　
　
　
　
長
井
　
君
江

〃
　
　
　
　
三
浦
　
啓
子

〃
　
　
　
　
今
井
　
秋
男

〃
　
　
　
　
渡
辺
　
千
介

▼
経
済
建
設
委
員
会

委
員
長
　
　
　
柴
田
　
増
三

副
委
員
長
　
　
小
村
　
智
昇

委
　
　
員
　
　
山
田
　
実
三

〃
　
　
　
　
溝
口
昭
八
郎

〃
　
　
　
　
成
重
　
隆
志

〃
　
　
　
　
市
川
　
晴
宣

〃
　
　
　
　
酒
井
　
宣
行

▼
首
都
機
能
移
転
・
リ
ニ
ア
・

研
究
学
園
都
市
特
別
委
員
会

委
員
長
　
　
　
成
重
　
隆
志

副
委
員
長
　
　
早
川
　
貢
治

委
　
　
員
　
　
長
井
　
君
江

〃
　
　
　
　
栗
木
　
　
基

〃
　
　
　
　
余
語
　
範
二

〃
　
　
　
　
山
田
　
実
三

〃
　
　
　
　
泉
　
　
碩
也

▼
瑞
恵
バ
イ
パ
ス
・
新
丸
山
ダ
ム

整
備
特
別
委
員
会

委
員
長
　
　
　
酒
井
　
宣
行

副
委
員
長
　
　
水
野
　
光
二

〃
　
　
　
　
三
浦
　
啓
子

〃
　
　
　
　
溝
口
昭
八
郎

〃
　
　
　
　
臼
井
　
重
喜

〃
　
　
　
　
日
比
野
　
昭

〃
　
　
　
　
今
井
　
秋
男

▼
不
法
投
棄
対
策
特
別
委
員
会

委
員
長
　
　
　
市
川
　
晴
宣

副
委
員
長
　
　
小
村
　
智
昇

委
　
　
員
　
　
渡
辺
　
千
介

〃
　
　
　
　
舘
林
　
辰
郎

〃
　
　
　
　
勝
股
　
　
敬

〃
　
　
　
　
柴
田
　
増
三

〃
　
　
　
　
足
立
　
　
亘

▼
第
１
予
算
特
別
委
員
会

委
員
長
　
　
　
栗
木
　
　
基

副
委
員
長
　
　
舘
林
　
辰
郎

委
　
　
員
　
　
勝
股
　
　
敬

成
重
　
隆
志
、
水
野
　
光
二

泉
　
　
碩
也
、
早
川
　
貢
治

柴
田
　
増
三
、
余
語
　
範
二

溝
口
昭
八
郎
、
山
田
　
実
三

▼
第
２
予
算
特
別
委
員
会

委
員
長
　
　
　
酒
井
　
宣
行

副
委
員
長
　
　
小
村
　
智
昇

委
　
　
員
　
　
日
比
野
　
昭

市
川
　
晴
宣
、
渡
辺
　
千
介

足
立
　
　
亘
、
臼
井
　
重
喜

長
井
　
君
江
、
今
井
　
秋
男

三
浦
　
啓
子

泉
　
　
碩
也

水
野
　
光
二

三
浦
　
啓
子

泉
　
　
碩
也

小
村
　
智
昇

監
査
委
員
、
議
会
運
営
委
員
会
、
常
任
委
員
会
、
特
別
委
員
会
の

構
成
は
次
の
と
お
り
決
ま
り
ま
し
た
。

（
敬
称
略
）

平
成
18
年
第
１
回
市
議
会
定
例
会
が
２
月
22
日
に
開
会
、

市
議
会
議
長
を
始
め
と
す
る
役
員
選
挙
が
行
わ
れ
、
議
長
に

泉
　
碩
也
氏
（
70
歳
、
無
所
属
）、
副
議
長
に
日
比
野
　
昭
氏

（
73
歳
、
無
所
属
）
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

議
長
に

泉
　
碩
也
氏

副
議
長
に
日
比
野
　
昭
氏

昭和63年１月に初当選、現在５期目。
この間、副議長（平成17年）、監査委員
（平成９年）、企画総務委員長（平成10年）、
議会運営委員長（平成16年）などを歴任

今
年
の
第
１
回
市
議
会
定
例

会
に
お
い
て
皆
さ
ん
の
ご
支
援

に
よ
り
議
長
の
重
責
を
担
う
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

年
々
財
政
も
厳
し
く
な
る
な

ど
地
方
行
政
の
構
造
変
化
を
き

た
し
、
三
位
一
体
改
革
で
地
方

分
権
の
推
進
が
求
め
ら
れ
て
お

り
ま
す
。
自
己
選
択
・
自
己
決

定
・
自
己
責
任
で
「
市
民
が
住

み
た
い
町
を
選
択
し
、
市
政
に

反
映
さ
せ
て
い
く
」
そ
の
橋
渡

し
を
議
会
も
協
働
す
る
。
そ
の

た
め
に
は
議
会
も
自
己
改
革
を

し
、
政
策
の
立
案
、
提
案
も
必

要
に
な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

的
確
な
議
会
運
営
を
行
い

「
市
民
に
開
か
れ
た
、
分
か
り

や
す
い
」
議
会
を
目
指
し
努
力

致
す
所
存
で
あ
り
ま
す
。

議長　泉　碩也 氏

監
査
委
員

議議議議
会会会会
だだだだ
よよよよ
りりりり

常
任
委
員
会

特
別
委
員
会

東
濃
西
部
広
域
行
政

事
務
組
合
議
会
議
員

東
濃
農
業
共
済

事
務
組
合
議
会
議
員

議
会
運
営
委
員
会



高齢任意加入制度があります 高齢任意加入制度があります 高齢任意加入制度があります 高齢任意加入制度があります 

障害基礎年金（国民年金）と老齢厚生・ 
　　　　　　　　　　　　　遺族厚生年金が併給できるようになります！ 

ご ご ぞ ぞ ん ん じ じ で で す す か か 国 民 年 金 国 民 民 年 年 金 金 

○高齢任意加入対象者 
　次の３つの条件全てに該当する方は高齢任
意加入対象者となります。 
・60～65歳未満の人 
・年金の受給資格が足りない人、または、過
去に未納期間等があり満額の老齢年金を受
取れない人 
・厚生年金に加入していない人 
○高齢任意加入制度 
　対象者で、強制加入期間が終わる60歳になっ
ても、この25年に満たなくて老齢年金が受取
れない人は、60歳以後も65歳になるまで国民
年金に任意加入できます。さらに、昭和40年
４月１日以前に生まれた人で65歳になっても
25年に満たない人は、70歳になるまでの間、
老齢年金を受取るための期間を満たすまで、
特例高齢任意加入ができます。 
　また、納付期間が25年以上あって年金受給
権はあるが、老齢基礎年金が満額に満たない
人は、年金額を増やす目的で65歳になるまで
の間、満額に達するまで任意加入することが
できます。 

　老齢年金を受けるためには、合算対象期間※１
を含め、年金受給資格期間※２が25年以上必要です。 

※１　合算対象期間 
　受給資格期間をみる場合に、期間の計算には入り
ますが、年金額には反映されない次の期間のこと
です。カラ期間とも言います。 

・平成３年３月以前の任意加入であった学生で未加
入の期間 

・昭和61年３月以前の任意加入であった被用者（厚
生年金・共済組合等の加入者）の配偶者で未加入
の期間 

・昭和36年４月以後、厚生年金保険の脱退手当金を
受けた期間 

・海外在住のとき、任意加入しなかった期間 
※２　年金受給資格期間 
　下記の期間を足して300月以上ない場合はすべて
の公的年金が受け取れません。 
ア　国民年金保険料納付済期間 
イ　昭和36年以降の厚生年金や共済組合などの加
　　入期間 
ウ　第３号被保険者期間 
エ　免除期間 
オ　学生納付特例期間 
カ　合算対象期間 

　これまで、障害基礎年金の受給権者は、老齢厚生年金または遺族厚生年金との併給はできないことに
なっていましたが、平成18年４月から65歳以上の方については受給権者からの申し出により、障害基礎年
金との併給が可能となります。 
　この制度により、今まで「障害基礎年金」と「老齢基礎年金＋老齢厚生年金または遺族厚生年金」のど
ちらか一方を選択して受給していましたが、老齢基礎年金よりも障害基礎年金の金額が多い場合、「障害
基礎年金＋老齢厚生年金または遺族厚生年金」という選択も可能となり、結果として受給できる年金額が
増えることになります。 
＊すでに該当する年金を受給している方も対象になります。 
　障害基礎年金と共済年金または遺族共済年金も併給可能です。 
◎問合せ　多治見社会保険事務所　122-0255

60歳前には、国民年金の受給資格を市役所年金係（1内線143）で確認してください。 

年金を受けるための受給資格期間が足りないとき 
または老齢基礎年金を満額に近づけたいとき加入できます。 

瑞浪市役所　1 68-21119
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し
び
れ
我
慢
し
、茶
の
湯
を
体
験 
救
急
活
動
に
協
力
し
、感
謝
状
贈
呈 

全
国
選
抜
に
向
け
て
、「
頑
張
れ
、中
京
高
校
」 

『
五
月
人
形（
金
太
郎
）づ
く
り
』 

「
美
濃
古
陶（
桃
山
時
代
〜
江
戸
時
代
前
期
）と 

　
　
中
国
・
東
南
ア
ジ
ア
の
や
き
も
の
展
」 

「
自
然
観
察
入
門
」身
近
な
自
然
に
親
し
も
う
！ 

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
の
選
手
ら 

剣
道
部
の
選
手
ら 

　
２
月
16
日
、
稲
津
小
学
校
で
茶
の
湯
体
験
教
室
が
行

わ
れ
、
６
年
生
の
児
童
51
人
が
、
茶
の
湯
を
体
験
し
ま

し
た
。 

　
こ
の
教
室
は
、
歴
史
学
習
の
一
環
と
し
て
毎
年
行
わ

れ
、
流
派
裏
千
家
の
「
宗
美
会（
熊
沢
宗
美
主
宰
）」
と
、

地
元
「
更
生
保
護
女
性
の
会
」
の
メ
ン
バ
ー
10
人
が
同

校
を
訪
れ
、
茶
の
湯
の
作
法
な
ど
を
指
導
し
ま
し
た
。 

　
裏
千
家
は
、
茶
器
を
清
め
る
布
「
袱
紗（
ふ
く
さ
）」

さ
ば
き
が
特
徴
的
な
流
派
で
、
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
作
法

の
手
本
が
披
露
さ
れ
た
後
、
児
童
も
実
際
に
茶
の
湯
を

体
験
し
、茶
碗
の
持
ち
方
や
作
法
に
苦
労
し
て
い
ま
し
た
。 

　
本
格
的
に
茶
の
湯
を
体
験
す
る
の
は
初
め
て
と
い
う

酒
井
蛍
多
く
ん
は
「
作
法
や
言
葉
が
と
て
も
難
し
か
っ

た
。
ま
た
機
会
が
あ
れ
ば
挑
戦
し
て
み
た
い
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。 

　
２
月
14
日
、
市
消
防
本
部
は
稲
津
町
の
「
グ
リ
ー
ン

ヒ
ル
瑞
浪
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
」
で
プ
レ
ー
中
に
倒
れ
、
心

肺
停
止
状
態
に
な
っ
た
男
性
に
応
急
手
当
を
し
、
人
命

救
助
し
た
２
人
に
感
謝
状
を
贈
り
ま
し
た
。 

　
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
た
の
は
、
同
ゴ
ル
フ
場
支
配
人

の
土
本
聖
司
さ
ん（
関
市
）と
同
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
渡
辺

聖
仁
さ
ん（
可
児
市
）の
２
人
で
、
２
人
は
昨
年
同
ゴ
ル

フ
場
で
プ
レ
ー
中
に
心
肺
停
止
状
態
に
な
っ
た
男
性
に
、

救
急
車
が
到
着
す
る
ま
で
人
工
呼
吸
と
心
臓
マ
ッ
サ
ー

ジ
を
施
し
ま
し
た
。
男
性
は
約
１
カ
月
の
入
院
の
後
社

会
復
帰
を
さ
れ
ま
し
た
。 

　
感
謝
状
を
受
け
２
人
は
「
当
然
や
る
べ
き
こ
と
を
や
っ

た
だ
け
で
す
。
元
気
に
な
ら
れ
復
帰
さ
れ
た
こ
と
が
嬉

し
い
で
す
」「
今
後
も
、
社
員
全
員
が
い
つ
で
も
対
応

で
き
る
よ
う
指
導
し
て
い
き
た
い
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。 

　
２
月
20
日
、
３
月
下
旬
に
名
古
屋
市
で
開
催
さ
れ
る

全
日
本
高
等
学
校
選
抜
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
、
春
日
井

市
で
開
催
さ
れ
る
全
国
高
等
学
校
剣
道
選
手
権
大
会
に

出
場
す
る
中
京
高
校
の
選
手
、
監
督
ら
18
人
が
市
役
所

を
訪
れ
、
　
嶋
市
長
に
健
闘
を
誓
い
ま
し
た
。 

　
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
は
東
海
大
会
で
準
優
勝
、
剣
道
部

は
県
大
会
で
優
勝
し
、
全
国
大
会
出
場
の
切
符
を
得
ま

し
た
。 

　

嶋
市
長
は
「
日
頃
の
皆
さ
ん
の
努
力
の
成
果
で
す
。

気
持
ち
に
負
け
な
い
で
、
や
り
抜
く
と
い
う
想
い
で
頑

張
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
激
励
す
る
と
、
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

の
中
野
貴
志
主
将
と
剣
道
の
竹
村
奈
緒
美
主
将
は
「
一

戦
一
戦
頑
張
り
ま
す
。
応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」

と
力
強
く
大
会
に
向
け
て
の
決
意
を
語
り
ま
し
た
。 

10平成18年３月15日



見てね！ 見てね！ 

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
お
り
べ
チ
ャ
ン
ネ
ル
（
６
Ｃ
Ｈ
） 

３
月
18
日（
土
）〜
24
日（
金
）　
９
時
・
12
時
・
21
時 

Ｗ
ｅ
ｅ
ｋ
ｌ
ｙ
お
り
べ「
み
ず
な
み
シ
テ
ィ
ガ
イ
ド
」 

　
寺
河
戸
町
に
あ
る
「
さ
く
ら
さ
く
ら
の
さ
ん
ぽ
み
ち
」

の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
、
イ
ベ
ン
ト
情
報
な
ど
を
放
映
し
ま
す
。 

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

みんなの広場みんなの広場

歯
磨
き
の
大
切
さ
を
園
児
に
教
え
る 

樽上児童センター 

加藤綺星ちゃん 
（２歳） 
陶町 

加藤沙彩ちゃん 
（２歳） 
陶町 

き　ら さあや 

田
中
委
員
長
に
総
務
大
臣
感
謝
状 

『
五
月
人
形

『
五
月
人
形（
金
太
郎
）

（
金
太
郎
）づ
く
り
』

く
り
』 

『
五
月
人
形（
金
太
郎
）づ
く
り
』 

作
陶
講
座 

４
月
２
日（
日
）
９
時
〜 

「
美
濃
古
陶

「
美
濃
古
陶（
桃
山
時
代
〜
江
戸
時
代
前
期
）

（
桃
山
時
代
〜
江
戸
時
代
前
期
）と 

　
　
中
国

　
　
中
国
・
東
南
東
南
ア
ジ
ア
の
や
き
も

や
き
も
の
展
」
展
」 

「
美
濃
古
陶（
桃
山
時
代
〜
江
戸
時
代
前
期
）と 

　
　
中
国
・
東
南
ア
ジ
ア
の
や
き
も
の
展
」 

特
別
展 

４
月
１
日（
土
）〜
５
月
28
日（
日
） 

「
自
然
観
察
入
門
」

「
自
然
観
察
入
門
」身
近
な
自
然

身
近
な
自
然
に
親
し
も
う
！

親
し
も
う
！ 

「
自
然
観
察
入
門
」身
近
な
自
然
に
親
し
も
う
！ 

４
月
９
日（
日
）
９
時
30
分
〜
12
時 

善
意 

暖
か
い
善
意
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

▲陶幼児センター 

　
２
月
22
日
と
24
日
、
稲
津
小
学
校
と
陶
小
学
校
の
５

年
生
の
児
童
が
そ
れ
ぞ
れ
、
稲
津
幼
稚
園
、
陶
幼
児
セ

ン
タ
ー
を
訪
れ
、
歯
磨
き
交
流
会
を
行
い
ま
し
た
。 

こ
の
交
流
会
は
、
４
月
か
ら
同
校
に
入
学
す
る
園
児
に

歯
磨
き
の
大
切
さ
や
、
正
し
い
歯
磨
き
の
方
法
を
知
っ

て
も
ら
お
う
と
毎
年
行
わ
れ
て
い
ま
す
。 

　
は
じ
め
に
児
童
が
ク
イ
ズ
を
交
え
な
が
ら
、
歯
磨
き

の
大
切
さ
を
教
え
る
劇
を
披
露
し
、
そ
の
後
園
児
は
歯

垢
を
赤
く
染
め
る
染
め
出
し
液
を
口
に
含
み
、
赤
く
な
っ

た
箇
所
を
児
童
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
丁
寧
に
磨
き
取
っ

て
い
ま
し
た
。 

　
指
導
を
受
け
た
日
比
野
大
河
君
は
「
お
兄
さ
ん
に
磨

き
方
を
教
わ
っ
て
、
歯
が
綺
麗
に
な
っ
て
う
れ
し
か
っ

た
で
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。 

　
多
年
に
わ
た
り
選
挙
の
管
理
執
行
、
啓
発
の
事
務
に

精
励
さ
れ
た
、
市
選
挙
管
理
委
員
長
の
田
中
久
雄
さ
ん

（
明
世
町
）に
竹
中
総
務
大
臣
か
ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ
、

そ
の
伝
達
式
が
３
月
２
日
、
市
役
所
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
田
中
さ
ん
は
、
平
成
３
年
４
月
に
同
委
員
に
選
任
さ

れ
、
平
成
11
年
３
月
か
ら
は
同
委
員
長
と
し
て
ご
活
躍

さ
れ
て
い
ま
す
。 

▽
高
木
つ
た
子
　
様
　
　
十
万
円
　
　
社
会
福
祉
事
業
に 

・
講
　
師
　
安
藤
　
弓
子
　
氏 

・
定
　
員
　
30
人（
先
着
順
） 

・
受
講
料
　
１
、
５
０
０
円 

・
持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
、
タ
オ
ル
等 

・
締
　
切
　
３
月
30
日（
木
）ま
で 

◎
申
込
・
問
合
せ
　
瑞
浪
陶
磁
資
料
館
　
1
６
７‐２
５
０
６ 

・
入
館
料
　
一
般
300
円
　
高
大
生
200
円
　
以
下
無
料 

・
開
館
時
間
　
９
時
30
分
〜
16
時
30
分 

・
休
館
日
　
毎
週
月
曜
日
と
５
月
２
日（
火
） 

◎
問
合
せ
　
岐
阜
県
陶
磁
資
料
館
　
1
２
３‐１
１
９
１ 

・
講
　
師
　
山
本
喜
美
江  

氏
　
　
三
宅
　
正
子  

氏 

・
定
　
員
　
20
人（
先
着
順
）
　
・
参
加
費
　
100
円 

・
締
　
切
　
４
月
７
日（
金
） 

◎
申
込
・
問
合
せ
　
自
然
ふ
れ
あ
い
館
　
1
６
３‐０
０
１
５ 

　
ギ
フ
チ
ョ
ウ
舞
う
竜
吟
の
森
、
春
の
芽
吹
き
を
観
賞

し
、
ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。 

瑞浪市役所　1 68-211111



５
歳
児
就
学
前
教
育

５
歳
児
就
学
前
教
育 
５
歳
児
就
学
前
教
育

５
歳
児
就
学
前
教
育 
５
歳
児
就
学
前
教
育 
５
歳
児
就
学
前
教
育 

シ
リ
ー
ズ
幼
児
教
育 

奨
学
金
制
度
の
ご
案
内 

【
稲
津
幼
稚
園
　
５
歳
児
35
人
】 

【
桔
梗
保
育
園
　
５
歳
児
29
人
】 

【
み
ど
り
保
育
園
　
５
歳
児
24
人
】 

No.2

生涯学習施設　４月の休館日 

▲劇：ぐるんぱの保育園 

節分行事 
シルバーさん 
　扮する鬼 

親
子
行
事 

楽
器
演
奏 

ＡＬＴ活動は、市内のど
の園でも実施しています。 

　
こ
の
制
度
は
、
優
秀
な
学
力
・
資
質

を
持
ち
な
が
ら
、
経
済
的
理
由
で
就
学

が
困
難
な
高
校
生
・
大
学
生
を
援
助
す

る
も
の
で
す
。
奨
学
金
の
貸
与
を
希
望

さ
れ
る
方
は
次
の
と
お
り
、
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。 

○
資
　
　
格
　
　
高
等
学
校
・
大
学（
短

期
大
学
を
含
む
）に
進
学
す
る
方
、

在
学
し
て
い
る
方
で
、
瑞
浪
市
に
１

年
以
上
居
住
し
て
い
る
方
な
ど 

○
奨
学
金
額 

高
等
学
校
　
　
　
月
額
２
万
円 

大
学
・
短
大
　
　
月
額
３
万
円 

○
償
還
方
法
　
　
卒
業
後
10
年
以
内
に

償
還
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
こ
の

奨
学
金
は
無
利
子
で
す
。 

　〈
償
還
例
〉 

　
４
年
生
大
学
で
総
額
一
四
四
万
円
借 

　
り
た
場
合 

　
・
年
２
回
（
６
月
ま
た
は
７
月
と
12 

　
　
月
）の
償
還
で
10
年
間 

　
・
１
回
の
償
還
金
額
　
七
万
二
千
円

○
選
考
人
員
　
　
若
干
名 

○
申
込
期
限
　
　
４
月
28
日（
金
） 

○
申
込
み
方
法
　
　
奨
学
金
願
書
に
必

要
書
類
を
添
え
て
教
育
委
員
会
に
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
５
月
末
ま
で

に
選
考
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

 

◎
問
合
せ
・
願
書
等
の
用
紙
の
配
布 

　
教
育
委
員
会
総
務
課
1
内
線
４
６
１ 

　
毎
月
、
育
ち
の
め
あ
て
を
掲
げ
、
個

人
や
グ
ル
ー
プ
で
ク
ラ
ス
の
仲
間
と
共

に
活
動
を
進
め
て
い
ま
す
。 

　
12
月
は
、
め
あ
て
を
「
友
達
と
思
い

を
伝
え
合
い
な
が
ら
一
緒
に
頑
張
る
よ
」

と
し
、
お
楽
し
み
会（
劇
・
歌
・
楽
器
）

で
、
グ
ル
ー
プ
活
動
を
通
し
て
友
達
と

話
し
合
い
、
劇
の
ス
ト
ー
リ
ー
の
工
夫

や
小
道
具
作
り
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

ク
ラ
ス
の
一
員
と
し
て
、
協
力
し
合
い

自
分
達
で
考
え
、
活
動
を
展
開
し
て
い

く
力
を
育
て
て
い
ま
す
。 

　
教
育
委
員
会
の
外
国
人
教
師
に
よ
る

国
際
教
育
Ａ
Ｌ
Ｔ
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　
外
国
の
人
と
の
触
れ
合
い
か
ら
、
言

葉
・
文
化
の
違
い
や
人
と
の
か
か
わ
り

方
・
人
間
の
温
か
さ
を
肌
で
感
じ
な
が

ら
、
国
際
感
覚
を
養
っ
て
い
ま
す
。 

　
園
児
た
ち
は
、
外
国
人
教
師
と
自
己

紹
介
を
し
な
が
ら
握
手
を
し
た
り
、
英

語
の
ゲ
ー
ム
遊
び
を
し
た
り
、
一
緒
に

給
食
を
食
べ
な
が
ら
、
本
格
的
な
英
語

に
触
れ
親
し
ん
で
い
ま
す
。 

　
保
護
者
や
地
域
の
方（
外
部
指
導
者
）

を
招
き
、
多
く
の
人
と
の
触
れ
合
い
か

ら
、
豊
か
な
心
情
・
意
欲
・
態
度
の
育

成
に
努
め
て
い
ま
す
。 

　
様
々
な
体
験
学
習
を
通
し
て
、
聞
く

力
・
話
す
力
・
伝
え
合
う
力
な
ど
を
高

め
る
こ
と
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
わ
く
わ
く
ど
き
ど
き
す
る
活

動
を
通
し
て
「
う
わ
ー
、
す
ご
い
ね
え
」 

　
「
も
う
一
度
や
っ
て
み
よ
う
か
」
「
分

か
ら
ん
。
で
き
ん
」
「
悔
し
い
」
「
や

れ
た
ぁ
！
」
「
成
功
だ
！
」
等
の
感
動

体
験
や
、
生
き
も
の
や
友
達
、
地
域
の

人
達
と
か
か
わ
り
合
う
中
で
、
温
か
い

心
に
触
れ
た
り
、
何
度
も
繰
り
返
し
や
っ

て
み
よ
う
と
し
た
り
、
集
団
の
中
で
の

態
度（
自
分
の
思
い
を
伝
え
る
・
相
手

の
思
い
を
聴
こ
う
と
す
る
姿
勢
・
我
慢

や
協
力
）を
学
習
し
て
い
ま
す
。 

　
今
回
は
、
５
歳
児
就
学
前
教
育
を
実

施
し
て
い
る
「
み
ど
り
保
育
園
」
と
「
桔

梗
保
育
園
」、「
稲
津
幼
稚
園
」
の
取

り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。 

は ぐ く み は ぐ く み は ぐ く み 教育委員会 
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H17

生
涯
学
習
モ
デ
ル
グ
ル
ー
プ 

５
歳
児
就
学
前
教
育 

５
歳
児
就
学
前
教
育 

宿
場
の
炭
の
会
 

　
　
炭
焼
き
体
験
コ
ー
ナ
ー
 

教
育
長
に
 

　
研
究
報
告
書
を
提
出
 

社
会
教
育
委
員
会
 

教
育
長
に
 

　
研
究
報
告
書
を
提
出
 

社
会
教
育
委
員
会
 

代
表
　
鈴
木
　
善
宣
 

生涯学習施設　４月の休館日 生涯学習施設　４月の休館日 

▲陶小学校３年生と炭焼き小屋の前で 

▲教育長に報告書を提出する稲垣委員長 

３日、10日、17日、24日 
３日、10日、17日、24日、28日 
４日、11日、18日、25日 
 
 
３日、10日、17日、24日 
 
 
３日、10日、17日、24日 
６日、13日、20日、27日 

総合文化センター 
市 民 図 書 館  
市 民 体 育 館  
化 石 博 物 館  
陶 磁 資 料 館  
市之瀬記念美術館 
地 球 回 廊  
自 然ふれあい館  
サイエンスワールド 
文 化 会 館  

　
現
在
の
炭
焼
き
メ
ン
バ
ー
は
、
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
登
録
さ
れ
た
人

や
自
営
業
の
人
な
ど
15
名
ほ
ど
で
構
成

さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
炭
焼
き
を
始
め
た
の
は
平
成
11
年
で
、

今
年
で
６
年
に
な
り
ま
す
。 

　
目
的
は
、
農
閑
期
や
仕
事
が
無
い
時

に
皆
が
集
ま
っ
て
話
す
場
所
が
欲
し
い

と
い
う
こ
と
で
、
「
そ
れ
な
ら
炭
焼
き

小
屋
を
作
ろ
う
じ
ゃ
な
い
か
」
と
い
う

話
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
戦
後
、

物
の
無
い
時
代
に
炭
を
焼
い
た
経
験
の

あ
る
者
が
中
心
と
な
っ
て
窯
を
築
き
、

苦
労
し
て
材
料
を
集
め
、
何
と
か
火
入

れ
式
に
こ
ぎ
つ
け
ま
し
た
。 

　
経
験
を
積
ん
で
、こ
こ
２
、３
年
は
自

信
作
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、ま
す
ま

す
頑
張
っ
て
材
料
集
め
を
し
て
い
ま
す
。 

　
時
間
が
許
す
限
り
皆
で
集
ま
っ
て
、

炭
焼
き
を
し
な
が
ら
、
日
ご
ろ
の
苦
労

話
や
政
治
、
芸
能
、
そ
の
他
色
々
の
議

論
も
楽
し
ん
で
い
ま
す
。 

　
平
成
16
年
に
は
、
陶
小
学
校
３
年
生

が
や
っ
て
来
て
、
炭
焼
き
体
験
を
し
ま

し
た
。
原
木
を
切
る
こ
と
、
木
を
割
る

こ
と
、
木
を
詰
め
る
こ
と
、
出
来
上
が
っ

た
炭
を
窯
か
ら
出
す
こ
と
な
ど
、
ど
の

子
も
積
極
的
に
や
っ
て
い
ま
し
た
。
最

後
に
屑
炭
を
集
め
て
起
こ
し
た
火
で
芋

や
栗
を
焼
い
て
食
べ
な
が
ら
楽
し
く
反

省
会
を
し
て
終
わ
り
ま
し
た
。 

　
平
成
17
年
に
は
大
湫
岳
見
高
原
キ
ャ

ン
プ
場
に
炭
焼
き
窯
を
築
き
、
「
炭
焼

き
体
験
コ
ー
ナ
ー
」
の
指
導
に
携
わ
っ

て
い
ま
す
。 

              

　
こ
れ
か
ら
も
大
湫
町
の
自
然
を
大
切

に
し
な
が
ら
、
昔
か
ら
の
炭
焼
き
技
術

の
伝
承
に
努
め
、
地
域
住
民
の
ふ
れ
あ

い
の
場
と
し
て
生
か
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。 

　
皆
様
、
一
度
「
宿
場
の
炭
」
を
使
っ

て
み
て
く
だ
さ
い
。
き
っ
と
心
の
内
ま

で
暖
か
く
な
る
と
思
い
ま
す
。 

◎
問
合
せ 

　
1
６
３ - 

３
３
８
０
鈴
木
善
宣
ま
で 

　
瑞
浪
市
社
会
教
育
委
員
会（
稲
垣
春

吉
委
員
長
）は
、
さ
る
２
月
２
日
に
「
子

育
て
の
早
い
時
期
か
ら
の
社
会
教
育
活

動
の
参
加
の
た
め
に
」
と
題
し
た
調
査

研
究
報
告
書
を
尾
石
教
育
長
に
提
出
し

ま
し
た
。 

　
報
告
書
で
は
、
市
民
の
立
場
か
ら
、

教
育
の
方
法
、
情
報
の
提
供
、
組
織
や

受
入
体
制
、
施
設
の
整
備
や
あ
り
方
の

４
つ
の
面
か
ら
現
状
を
分
析
し
、
多
く

の
問
題
点
を
抽
出
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
問

題
に
対
す
る
具
体
的
な
解
決
方
法
な
ど

を
詳
し
く
述
べ
た
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
こ
の
報
告
書
は
、
同
委
員
会
の
任
期

２
年（
平
成
16
〜
17
年
度
）の
活
動
の
ま

と
め
と
し
て
提
出
さ
れ
た
も
の
で
、
当

日
は
稲
垣
委
員
長
か
ら
「
委
員
全
員
が

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
、
子
育
て
支
援

の
た
め
に
ど
ん
な
こ
と
が
で
き
る
の
か

を
討
議
し
、
結
果
と
し
て
市
の
行
政
に

提
案
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
２
年

間
の
委
員
と
し
て
の
活
動
の
成
果
を
今

後
の
市
の
行
政
施
策
に
生
か
し
て
頂
き

た
い
。
」
と
述
べ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野

ご
と
に
各
委
員
か
ら
詳
細
な
報
告
が
行

わ
れ
ま
し
た
。 

　
報
告
書
を
手
渡
さ
れ
た
尾
石
教
育
長

は
、
「
報
告
書
の
内
容
が
課
題
ご
と
に

そ
の
解
決
策
が
提
案
さ
れ
て
い
る
こ
と

な
ど
、
委
員
の
皆
さ
ん
の
地
道
な
活
動

成
果
を
裏
付
け
る
も
の
で
、
大
変
感
銘

を
受
け
た
。
今
後
も
市
の
教
育
行
政
に

対
し
て
、
建
設
的
な
提
案
を
続
け
て
い

た
だ
き
た
い
。」と
感
想
を
述
べ
ま
し
た
。 

瑞浪市役所　1 68-211113



今月のミニ展ご案内 ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

図書館だより 
◎問合せ　市民図書館 168-5529

４
月
の
本
の
紹
介
コ
ー
ナ
ー

４
月
の
本
の
紹
介
コ
ー
ナ
ー 

４
月
の
本
の
紹
介
コ
ー
ナ
ー 

と
し
ょ
か
ん
達
人
講
座
（
そ
の
１
） 

と
し
ょ
か
ん
達
人
講
座
（
そ
の
１
） 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
ら
く
ら
く
検
索
・
予
約 

名
作
を
聴
い
て
み
ま
せ
ん
か 

名
作
を
聴
い
て
み
ま
せ
ん
か 

花のリース展 花のリース展 
春…野風 春…野風 

4月4日（火）～4月30日（日） 
　ぽかぽか陽気に誘われ、草萌えの野道を散
策しながら材料を集めています。あぜの草で
土台を編みました。 
　つくし・なずな・スミレ・たんぽぽ・シロ
ツメクサ・よもぎ、そしてもうじき咲きだす
さくら…など、ナチュラルな春の野花のリー
ス展です。 

　
市
民
図
書
館
で
は
、
障
害
の
あ

る
方
の
た
め
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
図

書
の
充
実
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま

す
。
今
年
は
、
新
た
に
Ｃ
Ｄ（
コ

ン
パ
ク
ト
・
デ
ィ
ス
ク
）を
購
入

し
ま
し
た
。
著
名
人
の
講
演
や
有

名
俳
優
に
よ
る
名
作
の
朗
読
な
ど

を
揃
え
て
い
ま
す
の
で
、
障
害
者

の
方
ば
か
り
で
な
く
、
健
常
者
の

方
も
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

 

・
坊
っ
ち
ゃ
ん
（
上
下
） 

　
　
　
作
・
夏
目
漱
石 

　
　
　
朗
読
・
風
間
杜
夫 

・
走
れ
メ
ロ
ス 

　
　
　
作
・
太
宰
　
治 

　
　
　
朗
読
・
草
野
大
悟 

・
銀
河
鉄
道
の
夜 

　
　
　
作
・
宮
沢
賢
治 

　
　
　
朗
読
・
岸
田
今
日
子 

・
源
氏
物
語
の
魅
力 

　
　
　
講
演
・
瀬
戸
内
寂
聴 

・
「
わ
か
る
」
と
い
う
こ
と 

　
　
　
講
演
・
養
老
孟
司 

　
そ
の
他
の
Ｃ
Ｄ
の
情
報
に
つ
い
て
は
、
市
民
図
書

館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
新
着
図
書
」
の
ペ
ー
ジ
で
検

索
で
き
ま
す
。 

　
図
書
館
は
、
本
を
貸
し
出
す
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
図
書
館
の
提
供
す
る
便

利
な
サ
ー
ビ
ス
、
意
外
な
活
用
法
を
紹
介
し
て
い
き

ま
す
。 

　
第
１
回
は
、
市
民
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
で
き

る
、
便
利
な
サ
ー
ビ
ス
を
紹
介
し
ま
す
。 

　 ・
蔵
書
検
索
サ
ー
ビ
ス 

　
市
民
図
書
館
に
あ
る
資
料
を
書
名
や
著
者
名
な

ど
か
ら
、
だ
れ
で
も
瞬
時
に
検
索
で
き
ま
す
。 

・
図
書
予
約
サ
ー
ビ
ス 

　
市
民
図
書
館
の
窓
口
で
パ
ス
ワ
ー
ド
を
取
得
す

れ
ば
、
検
索
結
果
の
中
か
ら
本
館
所
蔵
の
貸
出
中

の
図
書
に
限
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
予
約
が
で

き
ま
す
。
ま
た
、
現
在
自
分
が
借
り
て
い
る
本
や
、

予
約
の
状
況
も
確
認
で
き
ま
す
。 

　
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
お
知
ら
せ
い
た
だ
け
れ
ば
、

予
約
図
書
の
到
着
を
電
子
メ
ー
ル
で
お
知
ら
せ
す

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。 

 

　
そ
の
他
に
も
、
現
在
よ
く
読
ま
れ
て
い
る
本
（
ベ

ス
ト
リ
ー
ド
）
の
検
索
や
開
館
日
の
情
報
、
新
着
図

書
や
イ
ベ
ン
ト
の
ご
案
内
な
ど
を
い
ち
早
く
提
供
し

て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

 

○
市
民
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
Ｕ
Ｒ
Ｌ 

　
　
　http://library.city.m

izunam
i.gifu.jp/ 

○
電
子
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス 

　
　
　tosho@

city.m
izunam

i.lg.jp

　
４
月
は
、
「
平
成
17
年
度
に
よ
く
読
ま
れ
た
本
」

（
ベ
ス
ト
リ
ー
ド
）
を
館
内
で
紹
介
し
ま
す
。 
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瑞浪市役所　1 68-211115

・募集職種

看護師・准看護師（看護師・准看護師資格取得者）
介護スタッフ（介護・福祉に熱意があり45歳位迄）
・募集人員 若干名　
・給　　与 当社規定による
・応募方法 履歴書持参または郵送、後日面接
◎申込・問合せ 〒509-6102稲津町萩原１番地
介護老人保健施設ひざし　167-3748 担当（佐藤）

患者さんに安心して治療を受けていただくため、
病院内でお手伝いをしてくださる方を募集します。
・活動内容 外来患者さんの案内・誘導・介助、診
察申込等の援助、タオルたたみ、散髪・美容など。

◎申込・問合せ 東濃厚生病院
168-4111（担当：高垣）

◆デスモくんの恐竜クイズ

・期　　間 ３月25日（土）～４月２日（日）
＊27日（月）は休館

・内　　容 小中学生向けのミニクイズ
（全問正解者にはプレゼント有）
１日あたり平日20人、休日40人限定

◆ハイビジョン特別上映

画面が、明るく自然な高画質に。

迫力ある映像が楽しめます！

・日　　時 ３月25日（土）・26日（日）
11時～、14時～（上映時間50分）

・内　　容 地球大紀行　「巨木の森　大地を覆う」
◎問合せ 地球回廊（明世町市民公園内）168-9950

・日　時 ３月25日（土）13時～15時30分
＊午前中は準備のため休館になります。

・場　所 樽上児童センター
・内　容 回転ダーツ、ストラックアウト、木工遊

び、コマ回し体験コーナーなど
◎問合せ 樽上児童センター　168-0626

または、他各児童館まで。

シデコブシなど周辺の希少植物の観察会です。
・日　　時 ４月９日（日）９時30分～
・集合場所 セラミックパークMINO駐車場
・参 加 費 無料
◎申込・問合せ セラミックパーク美濃

128-3200（企画課：水野）

・日　時 ４月２日（日）10時～12時
・場　所 岳見高原キャンプ場 山の家（大湫町）
・内　容 カウンセラーとは・テンティング講習等

（４月～８月まで全８回講座）部分参加可
◎申込・問合せ 大湫公民館　163-2360

廃棄物の収集・運搬や処分は法律に基づき、許
可がないと処理することはできません。不法に投
棄されているような現場を発見されましたら、直
ちにご連絡ください。
◎連絡先 岐阜県多治見土木事務所施設管理課

123-1111（代）、瑞浪市役所（土木課・都市計
画課・環境課） 168-2111（代）

平成18年度固定資産縦覧帳簿の縦覧を行いま
す。これにより納税者が他の土地・家屋の評価額
を見ることができ、自分の土地・家屋の評価が適
正かどうか比較することができます。なお、縦覧
には印鑑と本人確認ができるもの（運転免許証等）
が必要です。
※お知らせ
・土地の課税標準額算定に係る負担調整が変わり
ました。

・平成18年度の納税通知書は４月に送付します。
◎問合せ 税務課　固定資産係　1内線122・123

「児童館まつり（４館合同）」のお知らせ

セラミックパークMINO春の自然観察会

キャンプカウンセラースタッフ養成講座生の募集

介護老人保健施設職員募集

病院ボランティアさん募集

「 」春休み企画のお知らせ

不法投棄を見つけたら！不法投棄を見つけたら！

固定資産縦覧帳簿の縦覧固定資産縦覧帳簿の縦覧
４月３日（月）～５月１日（月）土・日・祝日を除く

縦覧場所　税務課

市が発行する証明書等の不正取得を防止し、個
人情報の漏洩を未然に防ぐため、運転免許証等の
提示をお願いすることになりました。
・対象となる証明書等 住民票、戸籍謄本、所得
証明書、納税証明書、り災証明書のほか市が発
行する証明書等

・本人確認の方法 運転免許証、パスポート、住
民基本台帳カード等の官公署が発行した身分証
明書または健康保険証、年金手帳、年金証書等
の官公署が発行した書類の提示による。

◎問合せ 市民課　1内線105

４月１日より４月１日より
市が発行する証明書等の市が発行する証明書等の

申請時に本人確認を行います申請時に本人確認を行います



健康だいすき  健康だいすき  健康だいすき  健康だいすき  
ヘルスインフォメーション　保健センター　1６７－２７００ 

広報みずなみ  発行／瑞浪市  〒509-6195  岐阜県瑞浪市上平町1丁目1番地  168-2111  http://www.city.mizunami.gifu.jp/index.html

2006年3月1日現在（カッコ内は前月比）人口＝41,963（－60）　世帯数＝14,329（－39） 

健康相談 精神保健相談・認知症相談 

献血協力事業所等の紹介 

『からだ』動かしていますか？ 

乳幼児健診・相談・歯みがき教室 ＜場所＝保健センタ－　　料金＝無料＞ 

健診・相談名 実　施　日 受付時間 対　象　者 持　ち　物 

12時30分開始 

４ヵ月児健康診査  

１歳６ヵ月児健康診査  
※健診終了後希望者
に歯みがき教室を実
施します 

第１子は13時集合 
第２子以上は 
13時30分～13時50分受付 

母子健康手帳、問診票 
及びアンケート 
タオル・コップ 
※保護者の歯科健診も 
　同時に行います。 

平成16年９月１日～ 
　　　９月15日生まれ 

平成16年９月16日～ 
　　　９月30日生まれ 

母子健康手帳 
６ヵ月児健康相談  
及 び 離 乳 食 教 室  

母子健康手帳 ９時30分～11時 乳 幼 児 相 談  乳幼児希望者 ４月12日（水） 

母子健康手帳 
アンケート 平成17年11生まれ ３月28日（火） 

９時30分～ 
　　９時45分受付 平成17年10月生まれ ４月４日（火） 

母子健康手帳 中期・後期離乳食教室 13時30分開始 平成17年８月生まれ ４月４日（火） 

４月７日（金） 

４月14日（金） 

4月12日（水） ◆場所　保健センター 

できることから始めましょう!!
　これから暖かい春を迎え、運動に適した季節になりま
す。ちょっとした外出時には、車を使うのではなく、『歩
くこと』で健康づくりを始めてみませんか。健康を意識
して歩くのなら、効果の上がる歩き方をしましょう。 

運動には、こんな良い効果があります 
①血圧を正常に保つ　　②骨を丈夫にする 
③肺機能を高める　　　④肥満を予防する 
⑤HDL（善玉）コレステロールを増やす 
⑥心理的安定が得られる　⑦血糖値を下げる 

ウォーキングのポイント ウォーキングのポイント 
・あごを引き頭は垂直に保つ 
・視線は進行方向に向ける 
・腕はリラックスさせリズミカルに振る 
・腹部を引き締め背筋を伸ばす 
・ひざを伸ばしかかとから着地する 
・歩幅は普段より少し広く 
・つま先で地面を蹴り体を前進させる 

◎医師による健康相談 ：14時～15時 
【内容】医師による個別相談、血圧測定、検尿 
【対象】・血圧が高めと言われたことがある方 

・最近気になる症状がある方 
・健診結果に不安を感じている方 
・病院に受診するかどうか迷われている方等 

＊ご家族の方の相談でも結構です。 
◎栄養相談：14時～16時　 
【内容】栄養士による個別相談 
　高コレステロール、糖尿病、高血圧、貧血、肥満等
の食事の摂り方など食生活に関する相談 

4月11日（火） ◆時間　13時～14時 ◆場所　保健センター 

【内容】イライラする、気分が沈む、不安恐怖症があ
る、怒りっぽい、認知症、アルコール依存症
等の相談 

【担当】精神科医師・精神保健相談員 
＊ 前日までに電話予約が必要です。 

　平成17年度は下記の事業所・学校に献血のご協力を
いただきました。ありがとうございました。 

・大湫病院 
・中京短期大学 
・麗澤瑞浪高等学校 
・ユニー瑞浪店 
・丸理印刷株式会社 
・ムライ機器株式会社 
・㈱ヨータイ瑞浪工場 
・日本原子力研究開発機構 瑞浪超深地層研究所 
・ソニーイーエムシーエス㈱西日本ＣＳフロントセンター 

・東濃厚生病院 
・中京高等学校 
・バロー瑞浪店 
・美濃窯業株式会社 
・瑞浪精機株式会社 
・㈱東海ベルテクノ 
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